
大 城  保  議 員

住 環 境 整 備 に つ い て　 住 宅 地 の 高 騰 に よ っ て 、  若 者 が マ イホ ー ム を 取 得 す る こ と が 厳 し い 状 況 にあ る 。  住 宅 地 の 確 保 、  村 営 団 地 の 建 設は 各 区 か ら 出 て い る 要 望 で あ り ま す 。

企 画 課 長

 （ 喜 久 山

 隆 ）

定 住 化 に 向 け て 宅 地 の 確 保 、  村 営団 地 の 増 設 、  多 く の 行 政 区 か ら 要望 等 が あ っ た と 伺 っ て い ま す が 。

　 各 行 政 区 の 御 協 力 が 必 要 だ と 考 えて い ま す 。  今 後 検 討 し て い き た い 。

企 画 課 長

 （ 喜 久 山

 隆 ）

村 内 に は 、  多 く の 袋 地 が あ り ま す 。そ の よ う な 土 地 を 行 政 区 と 相 談し な が ら 活 用 で き る よ う 、  検 討 でき な い か 。村 営 住 宅 の 整 備 に つ い て 、  村 内１ １ ４ 戸 、  大 宜 味 村 は 人 口 約3 0 0 0 人

に 対 し て １ ６ ２ 戸 、  金

武 町 は 人 口 1 1 4 0 人 に 対 し て

　 村 営 住 宅 の 目 標 管 理 戸 数 は １ ７ ５ 戸と 設 定 し て お り 、  行 政 懇 談 会 で も ニ ーズ は あ る と 認 識 し て い ま す 。

建 設 課 長

 （ 屋 良

 朝 也 ）

１ ７ ３ 戸 、  本 部 町 は 大 体 恩 納 村 と人
口 が 一

緒 で １ ７ ０ 戸 が 整 備 、  村

民 の ニ ー ズ を ど の よ う に 捉 え て いる の か 伺 う 。

農 業 振 興 に つ い て
今 後 、  何 年 度 め ど と か 、  村 営 住 宅の 整 備 は あ る の か 伺 う 。

　 具 体 的 な 建 設 ス ケ ジ  ュ ー ル は あ り ませ ん 。  建 設 用 地 の 確 保 等 の 各 条 件 が 整い 次 第 、  検 討 し て い き ま す 。

 

企 画 課 長
 （ 喜 久 山

 隆 ）

村 内 農 地 の 整 備 は で き た も の の 、か ん が い 事 業 が 未 整 備 な 地 域 が あり 、  雨 頼 み 農 業 で 作 物 が 限 定 さ れ施 設 栽 培 に お い て は 、  水 を 運 ん での 散 水 と い う 状 況 に あ り ま す 。  各行 政 懇 談 会 で 農 業 用 水 の 整 備 の 要請 が あ る と 思 わ れ ま す が 、  取 り 組み に つ い て 伺 う 。

　 安 富 祖 区 、  塩 屋 区 、  宇 加 地 区 か ら 要望 が あ り ま し た 。  安 富 祖 区 に 関 し て は赤 瀬 土 地 改 良 区 内 の 農 業 用 水 確 保 に

農 林 水 産 課 長

 （ 平 安 名

 盛 常 ）

農 林 水 産 課 長

 （ 平 安 名

 盛 常 ）

安 富 祖 区 フ ァ ー ム ポ ン ド の 要 請 、  今後 ど の よ う に 進 め て い く の か 伺 う 。農 家 の 理 解 が 必 要 だ と 思 い ま すが 、  塩 屋 区 に あ る 生 活 排 水 処 理 施設 か ら 出 る 処 理 水 を く み 上 げ て 、山 の 上 に フ ァ ー ム ポ ン ド を 設 置 して 自 然 に 流 下 で 農 業 用 水 と し て利 用 で き な い か 。宇 加 地 区 か ら も ダ ム 建 設 を 含 め た農 業 用 水 の 確 保 と 畑 か ん 整 備 の 要

　 事 業 化 は 可 能 で す が 安 富 祖 ダ ム か ら距 離 が あ る こ と や 、  建 設 費 や 維 持 管 理費 が 割 高 に な る こ と が 懸 念 材 料 と な  って い ま す 。  受 益 者 の 負 担 も あ り 地 元 の合 意 形 成 が 重 要 、  今 後 安 富 祖 区 と 事 業採 択 に 向 け た 調 整 を 行  っ  て い き た い 。

農 林 水 産 課 長

 （ 平 安 名

 盛 常 ）

　 資 源 循 環 を 図 る 上 で 大 変 効 率 的 と考 え ま す 。  下 水 道 処 理 水 を 農 業 用 水 とし て 利 用 す る こ と に 農 家 の 理 解 が 得 られ る か 課 題 。  塩 屋 区 の 農 業 用 水 確 保 の手 段

の 一

つ と し て 検 討 し て い き た い 。

関 し て 、  令 和 ４ 年 度 に 可 能 性 調 査 を行  っ  て お り 、  塩 屋 区 、  宇 加 地 区 に つ い ても 今 後 調 査 を 検 討 し た い 。※ 用 語 の 説 明  「 フ ァ ー ム ポ ン ド 」　 　 農 地 ま た は 農 地 の 近 傍 に 設 け る　 小 規 模 な 貯 留 施 設 で あ る 。

農 林 水 産 課 長

 （ 平 安 名

 盛 常 ）

　 地 域 農 業 の 現 状 や 農 家 の こ と を 思  って の 行 動 だ と 思 い ま す 。  今 後 、  宇 加 地区 の 農 業 用 水 確 保 に 向 け て 、  ど の よ うな 方 法 が 可 能 か 区 と 調 整 を 行  っ  て い きた い 。

金 武 町 や 宜 野 座 村 は 、  ほ ぼ １ ０ ０ ％整 備 さ れ て い る 。  事 業 計 画 か ら 実施 ま で は か な り 時 間 を 要 す る 。  受益 者 に 任 せ る の で は な く 、  行 政 が 主導 し て 進 め る べ  き だ と 思 い ま す が 。 望 が あ る 。  宇 加 地 区 長 が 直 接 、  長浜 ダ ム の 水 使 用 の 調 整 に 行 っ た と伺 っ て い ま す 。  本 来 は 行 政 が 率 先し て や る べ き だ と 思 い ま す が 。

 

　 整 備 の 計 画 や 実 施 は 行 政 主 導 で 進め る こ と が 望 ま し い と 考 え ま す が 、地 元 の 合 意 形 成 が 重 要 と な り ま す 。

 

農 林 水 産 課 長

 （ 平 安 名

 盛 常 ）
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倫 理 規 定 に つ い て（ 株 ）  ま え だ の 件  （ ４ 回 目 ）

工 事 請 負 契 約 の 件 に つ い て（

１ ２月 の 補 正 予 算 ）

宇 加 地 地 区 環 境 整 備 と 地 域活 性 化 に つ い て

喜 納  正 誠  議 員

　 宇 加 地 近 隣 公 園 は 、  嘉 手 納 弾 薬 庫
地 区 周 辺 公 園 設 置 助 成 事 業 を 活 用 して 整 備 さ れ た 、  宇 加 地 地 域 の 活 性 化 に結 び つ け ら れ る よ う 要 望 等 が 有 れ ば検 討 し た い 。

　 地 域 活 性 化 に つ な が る 事 業 計 画 、  宇
加 地 区 、  塩 屋 区 等 と 協 議 し 案 が 上 が  って く る の で あ れ ば 、  地 権 者 の ほ う と もお 話 が で き る と 思 い ま す 。

総 務 課 長

 （ 宮 平

 覚 ）

企 画 課 長

 （ 喜 久 山

 隆 ）

　 株 の 譲 渡 取 引 も 私 人 と し て の 株 の
譲 渡 を 受 け た こ と で あ り 、  公 私 の 区 別な く 株 の 譲 渡 が あ  っ た わ け で は な い とい う こ と で 、  倫 理 規 定 に 違 反 し な い と判 断 し て い ま す 。

総 務 課 長

 （ 宮 平

 覚 ）

建 設 課 長

 （ 屋 良

 朝 也 ）

宇 加 地 の 公 園 と ビ ー チ を

活 か し

行 政 的 に 手 を 差 し 伸 べ て 御 指 導と か 、  案 は あ り ま せ ん か 。

サ ン エ ー 所 有 の 広 大 な 土 地 が 遊閑 し て 眠 っ て い ま す 。  思 い 切 っ て村 が 買 い 受 け る 、  ま た は 借 り る 、ま た は 代 替 と か 向 こ う を

活 か し

た 地 域 活 性 化 の

こ と で 、  村 長

動 い

て み ま せ ん か 。職 員 が  （ 株 ）  ま え だ の 株 譲 渡 に 関 する 件 に つ い て 。  4 条 3 項 及 び 4 条5 項 に 違 反 す る の で は な い か と いう 質 問 内 容 で す 。  公 務 員 は 服 務 規程 で 疑 念 疑 惑 が あ  っ  た 場 合 に は 、  説明 責 任 を 義 務 づ け ら れ て い ま すが 、  そ れ も 行 わ れ て い ま せ ん 。  （ 株 ）ま え だ 、  こ れ は 長 期 に わ た っ て 今 、

仲 泊 あ し び な ー 施 設 新 築 工 事 、  会計 検 査 委 員 か ら 指 摘 を 受 け 、  問 題が 発 覚 し ま し た 。  こ れ を ど う い うふ う に 処 理 し 問 題 解 決 す れ ば いい の か と い う こ と に つ い て の 話 が具 体 化 さ れ て い た の か 説 明 を お願 い し ま す 。

　 国 道

5 8号 線 と 県 道 6 号 線 、  読 谷 側 と

建 設 課 長

 （ 屋 良

 朝 也 ）

ア ク セ ス 道 路 に つ い て 、  宇 加 地 、  塩屋 、  与 久 田 、  真 栄 田 交 通 の 便

で 一

番

支 障 を き た し 、  過 疎 に な  っ て い る 。村 長 に は 外 交 ル ー ト 、  国 会 議 員 、  防衛 庁 な ど と 会  っ  て 、  交 渉 に 前 向 き に汗 を 流 し て も ら い た い と 思 う 。  いか が で し ょ う か 村 長 。

宇 加 地 側 を 結 ぶ こ と に よ り 、  宇 加 地 地区 を は じ め 近 隣 区 住 民 の 交 通 の 利 便性 は 大 き く 向 上 が 図 ら れ る 。  同 事 業 を計 画 し て い く 上 で 、  米 軍 施 設 嘉 手 納 弾薬 庫 が 隣 接 す る こ と か ら 、  地 域 住 民 への 意 見 集 約 や 確 認 を 行 い な が ら 検 討し て い く 。

部 落 を 二 分 す る 内 紛 状 態 が 続 い てお り 、  村 民 で あ れ ば 誰 も が 知  っ  て いる 公 然 の 事 実 で あ る 。  今 回 、  相 続 以外 に も 株 を 取 得 し て い る こ と か ら多 数 派 、  少 数 派 の い ず れ の 立 場 に立  っ  て い る に せ よ 、  村 民 ま た 地 元 から の 不 信 を 招 く こ と に な る こ と は歴 然 と し て い ま す 。  こ れ は こ れ ま での 質 問 内 容 か ら 総 務 課 長 の 答 弁 では 、  直 接 関 与 し て い な い 個 人 か らの も の だ か ら と い う こ と で 、  ず  っ と平 行 線 を た ど  っ  て き ま し た 。  今 も その 答 弁 内 容 が 出 て く る の か 。

　 会 計 検 査 で 不 当 な 金 額 と い う こ と で
指 摘 さ れ 新 聞 に も 載  っ た ウ レ タ ン 塗 装の 面 積 の 誤 り が あ り 4 0 0 平 米 に 対し て 設 計 数 量 が 8 0 0 平 米 だ っ た とい う こ と で 、  本 当 に 申 し 訳 な く 思 っ てい ま す 。

　 設 計 図 書 な ど 設 計 業 務 の 成 果 品 に
対 し て 二 重 チ ェ  ッ ク を 徹 底 す る な ど 、工 事 発 注 後 監 督 員 は 、  監 理 業 者 、  施 工業 者 と 連 携 を と り 、  実 質 数 量 と 比 較し て 間 違 い が な い か の 確 認 を 徹 底 して い き た い と 考 え て い ま す 。

建 設 課 長

 （ 屋 良

 朝 也 ）

工 事 関 係 の 提 出 し な け れ ば な ら ない 議 事 録 等 は い ま だ に 拝 見 し て いま せ ん 。  故 意 に 契 約 内 容 に 変 更 があ  っ た こ と を 告 げ な か  っ た 。  こ れ は不 作 為 に よ る 利 得 行 為 、  つ ま り 詐称 と な る の で は と い う こ と で 疑 問を 持 っ て い ま す 。  担 当 職 員 が 誤 りを 知 り な が ら 、  契 約 の 変 更 を 議 会に 、  ま た 常 時 報 告 し な か  っ た 場 合 、利 得 行 為  （ 詐 称 ）  の 幇 助 と な る ので は な い か と 。  こ の 問 題 を ど う 解決 し こ の 責 任 を 取 る か そ の 件 説 明願 え ま す か 。
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